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要 約

林間放牧は飼料自給率の向上に寄与すると考えられている。しかし，放牧牛による枝への食害や根の踏み

付けによって若齢林が損傷を受けることが報告されている。一方，現在ではその林業体制の変化（木材生産

および皆伐の縮小）により，若齢林が減少し，壮齢林が主体となっている。本研究では林間放牧牛の行動に

伴う壮齢樹への剥皮被害について調べるため，黒毛和種繁殖牛５頭（平均2.9歳）を山梨県下にある40年生カ

ラマツ林（8.5 ）に放牧した。これら供試牛は１頭あたり１日８時間，計２日間にわたって連続観察され，

供試牛の擦りつけ行動（擦りつけた体の部位および擦りつけ行動を行った対象物）を記録した。本調査では，

供試牛の擦りつけ行動による樹皮の損傷は認められなかった。擦りつけ行動は主に首より前の部位で行われ，

樹木に対する角による擦りつけ行動は認められなかった。また，擦りつけ行動の半数以上が水場付近で観察

された。以上より，本研究における放牧密度であれば，林間放牧牛による壮齢樹林の樹木被害はないものと

考えられた。
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目 的

我が国では国土の７割以上が森林で覆われている

ため，林床植物の飼料としての利用，下刈り効果，

飼料費および労力費の削減および飼料自給率の向上

という点から，古くから林間放牧が試みられてき

た 。特に新植地における下刈り作業は，幼齢樹

の育成のために必要な作業であると同時に，多大な

労力を必要とすることから，放牧牛による下刈り効

果が注目されてきた 。しかし，新植地への放牧

では，放牧牛による樹木被害が報告されている。ス

ギ・ヒノキ若齢林における林間放牧では，放牧牛に

よる踏みつけや枝への食害により，最大で35～50％

の樹木が被害を受ける 。また，カラマツ林内で

放牧した場合，樹高が1.5ⅿの時には，放牧牛の擦

りつけ等が原因となり，20％が枯死してしまうこと

が報告されている 。

しかし，日本の林地の多くは現在，伐期の近い壮

齢林となっている。また，伐採方法も，林間放牧の

盛んに行われていた1940年代のような皆伐-植林方

式から，より環境に配慮した択伐および小規模皆伐

へと変化している 。そのため，ウシの放牧に適し

たまとまった新植林地が求めにくくなっている。こ

のような状況の中，間伐が適正に行われているカラ

マツ林では，林床植生が豊富なので，家畜の放牧期

間の延長が期待できる。

多くの林間放牧地では，そこに植栽されている樹

木の多くが生産木でもあるため，林業関係者からは

放牧による樹木への損傷が懸念されている。これま

で，牛舎付設運動場に植栽されている庇陰樹が，ウ

シによる過度の擦りつけによる剥皮被害を受けるこ

とが報告されている 。しかし，幼齢林と異なり踏

みつけや採食などの被害が少ないと思われるこのよ

うな壮齢林における樹木被害に関する報告は少なく，

その被害の有無も明らかではない。

そこで本研究では，壮齢林地内放牧地におけるウ

シの擦りつけ行動の発現場所，擦りつけ行動回数お

よび擦りつけた対象物や体の部位を調べた。

材料および方法

１．調査地

調査は標高1300ⅿに位置する山梨県有林土砂流出
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防備保安林（山梨県北巨摩郡小淵沢町）を有刺鉄線

で囲んだ林地内放牧地（以下，林地とする）で行っ

た。林地は，面積約8.5 の40年生のカラマツが優

占しており，林床には，ミヤコザサ，サワフタギ，

ススキが優占していた。また，林地内のカラマツは，

山梨県下では一般的な間伐強度である311本/ にな

るよう間伐されていた。

また，林地の一角には水場と追い込み柵が設置さ

れており，水場の付近には鉱塩が置かれていた（図

１）。

２．供試牛

調査には，同林地で昼夜放牧されていた黒毛和種

繁殖雌牛５頭（平均2.9歳）を追跡対象牛として供

試した。１日１回，監視人が供試牛の健康状態と牧

柵を点検し，供試牛には，ほぼ１日に１回，配合飼

料が給餌された。なお，水および鉱塩は自由摂取と

した。

３．行動観察

林地内における行動観察は，2004年８月から10月

にかけて，個体追跡法 に従い，追跡調査対象牛１

頭につき１日８時間の観察を２日間繰り返し，計10

日間行った。そして，追跡調査対象牛の擦りつけ行

動を連続観察し，擦りつけ行動が観察された時に，

その行動回数，擦りつけ行動の対象物，擦りつけた

体の部位および擦りつけを行った場所を記録した。

また，休息場付近ではウシの土地利用率が上昇し，

擦りつけ行動が多く観察されると予想されたため，

追跡調査対象牛の横臥休息行動が観察された場所を

地図上に記録した。

結果および考察

林地内のカラマツに，放牧牛による剥皮被害は全

く認められなかった。

追跡調査対象牛の総擦りつけ行動回数は0.22±

0.17回/頭/時であった。また，追跡調査対象牛の主

な横臥休息場所（以下，休息場とする）は林地内の

３ヵ所で認められ（図２），休息場の１ヵ所は水場

の目の前でもあった（以下，Ａ地点とする）。また，

他の休息場でも１ヵ所では近くに湧き水が染み出し

ていた（以下，Ｂ地点およびＣ地点とする）。

Senft は，ウシは季節によって休息場を選択してお

り，温暖季は水場付近，寒冷季には南向きの斜面を

よく利用すると報告した。本調査は８月から10月の

温暖期に行われたことから，Senftら も報告して

いるように，水場付近が休息場として利用され，そ

の場所の利用率が高まったと考えられた。

一方，擦りつけ行動の63％がＡ地点で観察された

が，他の２ヵ所の休息場では全く観察されなかった

（表１）。Ganskopp は，放牧牛が頻繁に利用する

場所は水場や鉱塩の設置してある場所付近であり，

これらの位置によって，放牧牛は行動圏を変化させ

ると報告した。また，松本 はスギ・ヒノキ若齢林

内放牧地における樹木被害を調べた結果，水場や鉱
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図１ 林地内放牧地の様子

図２ 主な休息地（Ａ，Ｂ，Ｃ）および水場の位置

表１ 各場所における総擦りつけ行動回数と総擦りつけ行動に対する擦りつけ行動の利用場所ごとの割合

Ａ地点 Ｂ地点 Ｃ地点 その他の場所 合計

総擦りつけ行動回数（回） 12 ０ ０ ７ 19

総擦りつけ行動に対する割合（％） 63.2 ０ ０ 36.8 100.0
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塩の設置されている場所には放牧牛が集まりやすく，

立木への踏みつけ等による損傷が多発すると報告し

た。本調査においては，休息場の中でも水場の近く

であるＡ地点においてのみ，擦りつけ行動が観察さ

れたことから，ウシの擦りつけ行動は休息場の位置

よりも水場の位置に影響されることが推察された。

表２に追跡調査牛が擦りつけた対象物および体の

部位を，観察された擦りつけ行動の合計値に対する

割合で示した。角による樹木に対する擦りつけ行動

は本調査においては観察されなかった。また，植林

されたカラマツに対する擦りつけ行動は，放牧牛の

頰や首によるものであった。この結果は，運動場に

おいてウシが庇陰樹に対して頻繁に擦りつけ行動を

行う体の部位が首であり，角によるものは極めて少

なかったとするTakedaら の報告と類似した。角

による擦りつけ行動は，その頻度が少数であっても，

カラマツのような鱗片状の樹皮 への被害を大きく

するものと考えられた。しかし，本調査では，放牧

牛による樹木への角による擦りつけ行動が観察され

なかったことから，本調査地におけるカラマツ樹皮

の損害は今後も発生しないものと考えられる。

本研究では，ほとんどの擦りつけ行動が水場周辺

で認められたことから，高密度放牧下においては擦

りつけ行動が水場付近の対象物へと集中し，被害が

発生する可能性も否定できない。今後，壮齢林での

放牧を実施する時は，放牧牛の餌資源となる林床植

生のバイオマス量と同様に立木への被害抑制をも考

慮して放牧密度に配慮する必要がある。また，水場

付近に間伐材やカウブラシなどの衛生器具を設置す

ることにより，一層，立木への擦りつけ行動を減ら

すことが可能であるとも考えられた。
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林間放牧牛による樹皮への剥皮被害の有無

表２ 総擦りつけ行動回数に対する擦りつけ対象物と擦りつけた体の部位の割合（％）

擦りつけた体の部位

頰 顔 角 首

擦りつけ対象物

人工物 20.8 16.7 16.7 0.0

カラマツ 12.5 0.0 0.0 8.3

その他 12.5 4.2 0.0 8.3

1）頰は頭部側面を，顔は頭部前面を指す。

2）人工物には，牧柵，追い込み柵，水桶，飼槽が含まれる。

3）その他には，カラマツ以外の立木，つる性植物，切り株，地面が含まれる。
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Summary
 

Allowing cows to graze in forests is one way to increase the feed/self-sufficiency ratio.It has been
 

reported that cattle damage young forests by biting branches or trampling the roots of trees.However,

the only suitable land for grazing is in old forest because of the decrease in young forest due to clear

-cutting and the reduction in current forestry production.This study examined the peeling damage to old
 

trees resulting from the behaviour of forest-grazing cows.Five 2.9-year-old Japanese Black cows were
 

grazed in an old larch forest (8.5ha,40years old)in Yamanashi Prefecture.Each cow was observed for
 

16hours continuously for 2days.Rubbing behaviour by each cow for grooming was recorded,distinguishing
 

the body parts and objects rubbed.The results showed that no peeling damage to trees occurred.Most
 

rubbing behaviour involved the horns were used the least often.More than half of the rubbing behaviour
 

was observed near the watering place.In conclusion,cattle that graze in old forest do not damage trees
 

at the grazing density studied.

Key Words：Cattle,Grazing in forests,Peeling damage,Rubbing behaviour
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